ブコヴィナのユダヤ系ドイツ語文学 - ｢周縁性｣ の表出としての抒情詩- by 藤田 恭子







































































































































































































































































































































































な』 Die Buche (1930年代企画)の草稿調査をして､その成立事情を明らかにしている点は評価で
きるが､詩作品自体の分析に欠けるため､草稿調査の意義が薄れていることが惜しまれる｡
第3章では､社会主義体制下のルーマニアや､ルーマニア以外のディアスポラの地で､ ｢周縁性｣
の宿命の下､いかにユダヤ系ドイツ語詩人が､あるいは伝統的詩法に負,uりながら､あるいは伝統的
詩法から離れながら､拝情詩と取り組んでゆくのか､検討を加える｡
審査においては､歴史資料をより精確に稜うことが望まれること､個々の詩人論に一層踏み込む
必要があること､また､ ｢周縁性｣に関連付けて詩作品を解釈するには一段と説得的論述が必要で
あることなどが､指摘された｡本論文は､拝情詩に赦密な分析を施す作品論というよりも､文化史
的研究の性格が強いが､日本におけるブコヴィナのユダヤ系ドイツ語文学の包括的研究の憶矢とい
うことができる｡ブコヴィナの歴史的･文化的土壌のなかでユダヤ系ドイツ語詩人らを論じ､その
文脈の中でツェランを位置づけようとする視点は､評価されてよい｡
よって､本論文の提出者は､博士(国際文化)の学位を授与されるに十分な資格を右する者と認
められる｡
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